
行動指針
バリュー

私たちの使命
ミッション

組織として目指す姿
ビジョン

私たちのやくそく
（こども家庭庁 ミッション・ビジョン・バリュー）

こどもまんなか社会の実現

こども政策のプロ集団

多様性を力に
多様なバックグランドを持つ職員や関係者を
相互に信頼し、自由闊達に対話し、意見を尊重する

現場主義
こども・若者・子育て当事者の声を聞き、声無き声にも耳を傾け、
地方自治体・民間団体・企業等の現場を知り、対話し、業務に活かす

挑戦
前例にとらわれず、柔軟な発想で、自ら積極的に挑戦する

業務の優先順位を意識し、
効率化・合理化を進め、常に改善する

個の尊重・成長
自分自身と共に働く職員のウェルビーイングを大切にする

常に学び続け、自らの能力を向上させる

*こども基本法では、18歳や20歳といった年齢で必要なサポートがとぎれないよう、心と身体の発達の過程にある人を「こども」としています

・常にこどもの最善の利益を第一に考え、こども・若者、子育て当事者の視点に立った政策を立案・実行する組織

・こどもの権利を保障し、一人ひとりのこどものウェルビーイングを実現し、
　誰一人取り残されない政策を立案・実行する組織

・こども・若者、子育て当事者、こども政策に関係する人々への分かりやすい発信と対話を重ね、協働し、
　社会全体を巻き込む組織

・職員一人ひとりを大切にし、職員相互の信頼に基づき対話を重ねる、風通しの良いワンチーム




